
共 催： 京都産業大学総合生命科学部

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「タンパク質の生成と管理」

演 題：ピロリ菌の分泌タンパク質 Tipαによ

るヒト胃がんの発症機構と Tipαの結晶構造

演 者： 主席主幹 菅沼 雅美
埼玉県立がんセンター

要 旨：

多くの日本人の胃の中に生育しているピロリ菌（微好気性桿菌）は、胃炎や胃潰瘍、

さらに、胃がんの原因として注目されている。ピロリ菌による胃がん発症機構の解明

は、胃がんの予防・治療に役立つと考え、私共は内因性発がんプロモーターである

TNF-α（サイトカイン）を強く誘導する新しい発がん因子の遺伝子をピロリ菌のゲノ

ムに見出し、TNF-α inducing protein (Tipα)と命名した。ピロリ菌から分泌される

Tipα は、ピロリ菌特有のタンパク質で、細胞表面のヌクレオリンに結合して胃粘膜

上皮細胞に取り込まれる。ヌクレオリンは元来核小体に多量に存在するタンパク質で

あるが、発がんの過程で細胞膜に移動したヌクレオリンと Tipα が結合して、核内で

NF-κB を活性化、さらに、TNF-α を発現し、胃発がんが促進される。

Recombinant Tipα (活性型 rTipα, 二量体)と N-末の６個アミノ酸を欠損する不活性

型 Tipα（rdel-Tipα､単量体）を用いて進めた研究結果を紹介する。最近、津下教授ら

は、rdel-Tipα のユニークな結晶構造を解明された。ヒト胃がんの発がん機構をピロ

リ菌の新しい発がん因子 Tipα から紹介する。

日 時：２０１２年１２月１０日（月） 午後３時〜４時

場 所： １５号館１階 １５１０２セミナー室

世話人： 生命資源環境 津下英明 （075-705-3117）

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「タンパク質の生成と管理」セミナー


